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開 会 の 挨 拶 植村利夫 1900-鉱m)

束五蜘妹学会会頭挨拶 福井玉夫 側0～仇2い

研究発表ならびに講演 作前の部)

1,i!本 産ササラダニ類(隠気PJttE日)の記録と研究の現状

十「」ギ4f十1!) 吉 本  ヤ享 (920～ 940,

litt Aluにrlll1lt汚し、 人 問|の
′
|モ|!子にごⅢI安の関池をせッたないサ十ラダ=打ill、

そJ)分ナ取t 的々計」r すヽらガく年の |‖イ(十分にとか行わ,1ていなか ,た,iti格はこ二

10年あま')の1町に11本各地の約 700ケ出iば)地■から にlAサンフル を採1「文と、そ

の111より十十ラダニ数を納1111して寸対べた結,t、 150梅 以 11のせクのを得ることわギ

できた。ここにはそれをヤなす「千的に‖十1し、研究げ)1地|サ(を述へる.

クモの空中分散について(空中分散のli態を服影 した8ミ

リフィルムの映字による)

クモデ)楽中分散について、こ'1までいろいるttl,|がなされ ごきた。Bristoド●

11989)やNe1lsen(1932)|よ、3'々なlntセ̀「)li)|やliい洸 をはクモたちを4く|すとが

らせ、遠 くへ‖屯けでようと"け'的
‐
るのではないか (化Pl的な解釈)と 考えた,

I)uffeド(1956)t″また、空中分散にみちびく占i初の市い'女は、気温の 11)卜である

うとした。また、性交,歩と分散′)‖キ)朝には沫い1増係があるなど、空中分散につ

いての■要な資|十を数多く提供 している.9用(1966)は、)と網性 llF仲1性とい う

クモの辻化と関連 して空中分散を考えることかできるだろうとした。

クモの空中分散か|1的的なものか、悩た的随件的なせ,のか、まだまだ出1題か

成す `い ると十手えよ う.

錦
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3.ウ ズキ ドクグモの捕食に関する実験的研究

十催す支研)官  ド 和 喜 (1000-10201

ショウブョウ′ヾ工,ソ マグロヨコバィ,お よび トビィロウレカの3柿 をえさ

としてウズキ ドクグモの捕 食をえ験的に調査 した。

新8食放 (または捕食主)と えさ密llzとの関係は、いわゆるfunctiOnal re

sponse curveで示 され、捕食数はえさ密度ブ)増加|に比例 してい:線的にはナⅢ加|

しない.3極 のえさをいろいろな比率で淀ぜた場合、こげ)クモはヤ|十えきに対

する好 き嫌いを示す.4‐なわら、 トビイロウンカよリショウブョウバエまたは

/マグロヨヨ′` 十を多く捕食する傾向がある十 ま た、 ぇ きの者1をや↓せr)の||イド

が変るとlllき嫌ぃげ)fl l支も変化する。こllは、クモのえきに11する探索行rllと

えさとなる'i17j l峡本|卜内での'テ動のi!千た、イく|千たに判H7Fしてクモとえきfrと

の接触の機公力i変化するために′
をする|,のと考えられる。

4.脈 盤期クモRTSの細胞に関する形態学的研究
1束欺ブく1近 藤 昭 夫 11020-10401

Ⅲとllr l守111前tr)クモr′サⅢけにに ,いて十よ‖11山た11ること!li:(ィ(1打とこンサるか、

】く十1占Jと‖||とキiる|と川イ坤11‐夕けk11サ技♂)キ‖】包|よ打唯し
一
ご| |1上|'(丈|よrl(11tを

11と
し十じげ)用ル☆

と|やサ■flる !〔予|[なら 和 によ ,て||‖Alとに碗 2ル(4趣十√乃
ド'レⅢ支さメ1、 こ,t11

1〔岐‖ラ態 十洵ⅢⅢ,先から出4葉分化に 1メな役|」を,tしていると|チえられてヽヽる

とんるに、打̀■々よう(ア5ニイif,tう打‖‖担帯め1'徴に ,t fl士イi夕tと竹f)イtrt t

い liヤ 1刊tiit■Ⅲ抑 せ禁と1[WFによる符↓禁から、二llらの神‖し‖卜を‖IP)l_r)H!

ケトt,神|1也| ひ々|と1在1町tう和|‖也と|夕せ十的側1面についてサと|夕してli市十る

5.ク モ類の系統について

1'ヒ本人) Ff怠 東 1040-11101

クモ対iず)千rlを比中貨た′|!十から考祭 t,てみたにヽ 十 ッリ,!、FJツ サ, ルエ

ンテ, L」 つ!テ  デtヤ 11、 メクラクⅢ, ヤェtl,各|11,いて、 =i次 い 11

Ⅲた rlべてみた

1 卯 ||■Jt ll lう、】‖J llげ力、″じ止り|力.
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2 りU割は今行けか、盤宇けか、束告」か、

3 胞 |とは性】包月■か、 ■ 1包ほか、 周 川也にか、 盤 丹包にか。

4 装 肛形 jkは陥人法か、校いかぶせ法か、単抱:内殖法か、多ln3t内殖法か、業

裂法かけ

5 肛 込魯形成後、 '欠1巴厚ができる力ち

6 胚 催の-7ttに1笈突起を1モずるか。

7 1FN帯形成において、逆転がみら,1るか。

8 睡 帯分節において、触肢節の形成が1といか、歩】文節の形成が,といか、そ

れとも全体がほとんどⅢl時にできるか。

9 前 体部付属肢のチさJ:は、前方のものが'1いか、それとt夕ほとんど|!」時か。

lo 後 |卜郎は前、後 ll‖質||じに分かれるか、また分かれす一| とヽな フているか。

11 座 却1に'質部第 11本京市がおヽ失するか.

12 後体部の発生様式は前111型か、後lLLiIJか。

13 後体出;に付属慎が発
′
にするかf

14  イ攻|卜|‖!オtナ嵩にイ1111勿カン11'どる均.

15  1本Ⅲ町‖|||を
′liデるうち

16 ‖|ち形けにに|■しpll l〕を1:する力|

17 卯 lを ′
i=するか。

18 1に‖共を′
LじてILTN十本を縦 う力■

19 ‖壇杓ち夕 すザるか,

20 背111は分mttjとを示すか.

21 限については、複1映を′11するか,単 限のr/.ィド、それは中iltだけか、lR」限だ

けか、それとも、|IJ‖|ミとIHl限の口jブブを′iをするか.

22 ,女″jltはさみにな ,ているか

23 11‖klよはさみにな ,ているかし または感1地‖支として発,堂しているか。

24 第 1歩川々は感覚膜として発進 しているわ■

25 触Ⅲ支や歩‖支はとめ程度、||‖ヽtl形成にみ与しているか.

26 ‖卜J枚げ)たと程度。またそれは分京わしているかどうか。

27 呼 吸朴は贈か、 洋お市か、気付か

28 心IJ li多いか、少ないか。

29 腹1市に神イ在慎何力fあるか.

30 交に‖|を′|:ずるわ■

31村 也を )くるか=
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これらの事項について、各|]それぞれ共)Lナ11+以Lをイfする場合をと )て、

それらをr、1線でつなばれ|よ次のlxlのようになる、

これをせ,とに して、 クモ取i缶||‖l17類稼 を'まに11よりさらに吟r昧してみたい。

タマヤスデの H用 活動とイF動

篠 原 上 二郎 11110～1130)

6.

食 111 30- 12 30)

ロ

ＩＪ
土
ロの後午

7. カエムシのR41哺甫について

十貯 大々十 牧 問 俊 樹 11230～12501

サエ/、ラ激に↓Ⅲちllるllr喘市t)1姓象|よ、同 し妹杉数め !1て,,る十ソリモ ド

キなどのような‖1町村ffげ)午!からたすとしたものと考えられるが、その,tたpt結の

IⅢ.(|に、 十也十二打〔|す|をみなにヽど,げ)ごh′3-‐ ここて||、 1]今 々flン、シギ1モ11に十五す る

イツカどiア、ンを|lt ごヽ、れから川在rゥるい|よ幼
′に″、げ)1末ナt十サ|1占め,Jrとを、 ltとt

てれiit lと,lnl)にとち″くたイ古,t t ttitiする
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8.台 湾 クモ類採柴談

1広島大)鈴 木 正 将 (1250～1320)

9.カ ブトガェの発rtiについて

(束歩々大) 1対 11 受   ヽ(1320～13501

10.カ エムシについて

十求ぞれ人)森 )‖1可康 11350-1420)

忠     1 1 4 2 0～ 1 4 3 0 1

11 1Ⅲ本床造網亨1クモ類の′li態的分lfについて

十ltlⅢltl 本 |ll碇 技 11430-14501

イ(|ルi】itと,it ごヽ、 ||イ(|二′|:はす る,生打J111ク‐̀打tげ)う)れiを|||“:′li_L iⅢⅢⅢヤrl句|を

わヽす5市市!支す るわド、 ftti北上tr),也f性|よ,火ザ)十1う に十「う ,|,と●サ】る

1  す〔 tクモ打を■ 千1■Aブルけとうヽ●ケ)ナⅢⅢ、 )と刊u rlタモIⅢと辻判JI十す(在Fl↓iTI

と[f う 〉IH Iる十

2 作蛇̀■口F究げ)十古,1111iメlたi上網111クモ|,lt!)171村1付|と11:のイアれilニ クいごⅢI市

|´i

3 H■ iよ びそくつ用逆」))と制||夕il京t)|||:|!を'〉11と そ ォtらと hal)itat

ごい」十系|[ヤ,にヽて‖!十1する十

4 ,と打」IJ:γモ|1空めittPl的分布に ″tiご、habitalととに‖十1する

5  1と‖dll!ケl ‖F':げ)1タイド11ミlumpわサ也PIⅢ勺li,|て 七二ず)ナ世1汁●送千ケ| ブ5わ |`二

ッtiて,にi市|十る.

1ナ |‖ かれiとなれ|■、イ(仰FttP,た恕P,|,t十対,‖■に|)例1れご、市11■げ)

コ‖イド1 十々十1る と(と|ッに、 少イをげ)「,Fタゼムヽヴ)力‖サし141 i ll,き'二t i`
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12.関 束地方の東正蜘蛛類について

治

ｉ

誠

徹

本

付

松

浜
新】昨】ぐ ‐
大i「i内打 i

114 50ヽ  15 10)

門球〔f拓け,■ア)真 |1蜘U味 夜々tめ十訂H ritゎ二年むn ltに'とみ、 4 rに |)「イt i1111¬  「 lt

tは小1 共 llt i片!ヒ| よ告Ll)(IⅢ「|′J・述昧 1 叫 〔■ 十Ⅲi作||ち 1付‖十オ々

げ)「【が打t it卜さ才l ごt るヽ  今 | 十1よ二,1らヴ)'i!ば)1也l1/チ々
‐
ごliF)るか||1甲j  Ⅲ141 1t!)

li亡i求を介r)た、 1対束ナじうげ)クと(r)!llllりよ也P‖
・
iを巾勺||lbk flけJⅢ[ H々″々tめょしⅢl■ 15じ

に分拘j iざ)町也れ,|‖劇|)～1 1フタ′(十■7■ 1也1  多 ,「Ⅲ「十わア |‐|十 ミ′、ク

モ他| 1斥 4:1市ヒIJ:ご)レクるF「に'すイエビクモ|しIJ及 び打:ドにう卜li lサll夕、

とメクモ チ リ ドククモ ・ケ十タモ年の高|をたによる分拘,||(fケせ1 1とについて

''せイにまていコⅢ作|lti)とi lri,する

1510ヽ 15301泉

13.ア メリカシロヒ トリの大敵としての クサグモ類の研究lBr

(ヨクサグモの大敵としての効果試験)

t川立声人十 七 嶋

アメリカシrlヒトリに対 して、 クサグモ類 |クJク モ、 Jク 十クモ十か、 `

のよ う111'1くかr)たぅ1を19631ilをル! 1ヽ 9 6 6年1亡げ,4年 ||十J ,た そ tr)イ占,tかな

リイl xlJに十1,(ことか卜J!ザ|したず)ても ら そ れ こ1967rに!【リケ|は fナル,t予(町1を

楽 劇て付 フてみた1‐クサグモ類ば)中ご、業け1に11とご 1、Jク 十ケモげ)方か タ

サケtil)、 ′上下i141と|li rflギ,品ぃtl)ご、 この チさらヤiによ」ク||ク千ヤ')みを十七||

した  ,て 'オ ンロ とトナげ)幼1lt■丈行 して、,1ド ギ子か,5,チ出々
′
tl iti人|)、

それをlt i」!↓tとごⅢllll t i[卜″ル3と、Ⅲ lfl)(1,亡i ttt“:二141‖JF l 二ヽ七ル|||lt t

t ブヽ)で、 う'」、プ)ヤlll中1′)lt H/lil性と ftヽる、 そ、わ  |卜をⅢ‖十1:ご) 中111-と し ご、

二才liオ々 ぇて ,ttllてとヤ||!1にとを比に し効,tをF‖付した

ゎ丁十i)i Ⅲllて|!|よ6 11 1ilり|二:予 夕 | ク モた 200,い 1サ々   十二  ↓々 ,1(|ナ|'111)6

111t十可 :7ケ||クモt降 ム Jる作k二 十 ッて、 ,こt ,点|,い|よ 1ヽ)性にした

14.ォ ヒキグモ(Aracknura Sp)について

舟Ⅲ村 千叫大 11530 1ヽ6001

1969f1711121、1,|IIlhら〔十人イモ1様、ホテル||'、ェi 町ヽ〔げ)真ぜ)|ホ中|(Jヒ
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キグモArachnura spの成'1頭 を採lr、アliきたまま持 ち,lF,て産に放飼 し、

そず)′|1態と形態について しらべた補,tをは11,する な か、採集時に'いα)う 1個

力i村Ⅲ')li‖1に||■れて, たヽつて、それてフ/1:きたまま||ちヶlり、た育過千世の研究

rf llとした

1 形 態の特徴 11(li約25mm、|じ出;上ヽいめて神lltく、1使用!のあ、くられた|“分

と|工IF1 1lt、'Lナ品部にド1色1定モをヤ;/1iしフサリ(を■する。そす)毛十な突起の本キ|

にそれより十■'しい4小 の突起 |十hiの2本 は ド向iの2小 より長にヽ,カドわり、

1口Rも化瑞|‖;た 十わriく他は‖色J

2 網  性  は 30cm位のキレ対すG、 1キⅢ2に は1に|十糸がない.1鐘ネ」)放は ド

‖ti!J多(、 そのたr)41体の形は15怖形に兄える|― タテ糸16小内外、村t糸14本

1句クト

3 網 の更新 ヤ"‖サ3時  5時 ば)iけにldのはりかモを十,4う 作 業中|ユ|ゼ部

を正角に立て、相 を大きくャS、り仕うiら辻イ十する!Hl予卜南なとがくると打Jを二わし、

タテネだけで作機する1,

4 産 卵と卵のう 71112H採 学:|に "‖げ)う11阿↓ケ,り 7サ 1121崩 21口|たりい、

7112811第3 広 :ll ,十11の時夕J十n tlをは|)かえら前 31H十-3HIし,1とはわれ

る ,‖の '的イタ|キl二十けに和‖〈 ド十‖に'(|、 タモt!)古'!11した形に,1ている  !ク

モは,Fiをドに1亡11チを 11にしてとま ′てヽヽる |,いの うtう人|さ とクモtr),くきさも

似 て い る

5 発  育  ""(ううとを7112311にtll,てしらべてみたらすでにフ1としてい

た 711251T'1 1悦 rj4、 7112911枕2 1」屯度 1時レいI ⅢⅢ)llの ,ll、 7)128

1ド|"u、81181フ |ヒげLlrf、811121竹 1 lt十々 、8111711第2 1屯戊 幼 虫

|,tttt l文||よl li ll渋貴色、アルコールに入れてね (とriことなるJ仇 lH脱

1文で十1よ,t例と、 合は淡☆1求ことなる 十‖“聞1仙1 liに5本 げ)|よ色れtかユけ,lる )

t)G ⅢI‖|〔に て'13と る1 合|1枕 ]||いtlえG lliⅢ貨十本、 研,211いtlえで,lr J(と4る |

十1(ltに1 5mmとう)なしヽ 第 1 1‖lL イ々支ぱ)キ1を "p tr)うド)外に1111ととうヽ九にll

IIわ ↓)、 ス :刊 をはるが |「Jヤトに|||ごくること|!なしヽ "けげ)うか「J III″ヤリは

第 2 ⅢⅢi 後々です,る.

6 腹 部形態の変化 に ,付終 」
′
後、1夕用!(特 に'どH!|は苦しく柿少 し、4小

ザ)火ャlt t′■1(な る1 71112+|に|ホJt25mm″),た 早か8111011には16mmにな ,て

いた ′lit i‖!ホ1時 に'|ぶ1;|よ仲びたりir十九たりとてぃるようてま,る

7 種 の問題点 こ のクモ よA logioで あるか、A melanura r rブるか、

あるにヽ|よそチ1'チヤトのもtrlなのか、 それを,んとすることは井■に141tt Gある,な
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ぜ ならば この クモの腹キFは時期 によって著 しく形 が変わるからである.大 体は

A10gioの 町〔記載 に 致 するが、形態 生 態の山16多 少ィく一致の点があるので、

fF名決定は後11に'0だわる.な お、宮崎県で小野わサ木4書した A10gio r A T Y P t l S

N o  4 1 - 4 2の |1絵与東|は この クモ と恐 らくlljlじせサの (此lltt r後)と 思 われ

る.

,1 litr)lf究
ヤ
Chをも11要なことは、 3は り‖171ぅげ)lr● 211H‖tl文してb蛇」(1こなる
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